
院
政
末
期
・
鎌
倉
初
期
の
和
化
漢
文
訓
読
資
料
に
お
け
る
洪
音
形

佐
々
木

勇

一
、
本
稿
の
目
的
と
対
象
資
料

本
稿
の
目
的
は
'
院
政
末
期
～
鎌
倉
初
期
の
和
化
漢
文
訓
読
資
料
に
お
け
る

漠
音
形
を
'
調
査
・
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。

対
象
と
し
て
'
次
の
四
点
を
選
ぶ
。

東
寺
観
智
院
本
『
注
好
避
』
仁
平
二
年
(
二
五
二
)
点

高
野
山
西
南
院
蔵
『
和
泉
往
来
』
文
治
二
年
(
二
八
六
)
負

高
山
寺
本
『
古
往
来
』
　
院
政
末
期
～
鎌
倉
初
期
点

金
剛
寺
蔵
本
『
注
好
選
』
　
元
久
二
年
二
二
〇
五
)
負

声
点
か
ら
知
ら
れ
る
声
調
の
分
析
に
お
い
て
'
右
四
文
献
の
声
調
は
'
同
期

の
仏
書
訓
読
資
料
よ
り
も
日
本
語
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
の
四
文
献
内
で
は
'
東
寺
観
智
院
本
『
注
好
選
』
仁
平
二
年
(
二
五
二
)

点
<
金
剛
寺
蔵
本
『
注
好
選
』
元
久
二
年
(
一
二
〇
五
)
点
<
高
山
寺
本
「
古

往
来
』
院
政
末
期
～
鎌
倉
初
期
点
<
高
野
山
西
南
院
蔵
『
和
泉
往
来
』
文
治
二

午
(
二
八
六
)
点
の
順
に
'
漢
音
声
調
の
日
本
語
化
の
程
度
が
大
き
い
t
と

考
え
ら
れ
た
　
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
へ
別
稿
で
述
べ
る
予
定
で
あ
る
)
。

本
稿
で
は
'
仮
名
音
注
お
よ
び
類
音
字
注
(
以
下
'
煩
を
避
け
'
単
に
「
仮

名
吉
注
」
と
呼
ぶ
)
　
か
ら
推
測
さ
れ
る
漢
音
形
に
つ
い
て
も
'
そ
の
漢
字
昔
日

本
語
化
の
程
度
に
お
い
て
'
声
調
と
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
も
の
か
否
か
を
調

左
す
る
こ
と
を
E
E
的
と
す
る
。

二
、
先
行
研
究
に
お
け
る
指
摘
と
本
稿
の
研
究
方
法

1
 
8
　
先
行
研
究
に
お
け
る
指
摘

こ
の
四
文
献
の
中
'
『
和
泉
往
来
』
と
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
と
は
'
と
も

に
往
来
物
で
あ
る
た
め
比
較
さ
れ
る
こ
と
が
多
-
'
そ
の
漠
字
音
に
つ
い
て
も
'

す
で
に
研
究
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
左
に
へ
そ
の
主
な
論
文
名
を
掲
げ
る
。

論
文
I
t
　
小
林
芳
規
「
国
語
史
料
と
し
て
の
高
山
寺
本
古
往
来
」
　
(
コ
日
間
山
寺
本
古
往

来
表
白
集
」
(
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
'
1
九
七
二
年
へ
東
京
大
学
出
版
会
)
所

r
>
/
i

論
文
2
`
(
同
右
)
「
和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
托
料
の
認
定
」
　
(
「
鑓
合
時
代
語
研

究
」
第
十
二
輯
t
 
l
九
八
九
年
七
月
)
o

論
文
3
t
　
沼
本
克
明
「
高
山
寺
本
古
往
来
の
音
韻
」
(
論
文
I
と
同
書
に
所
収
)
o
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論
文
4
`
(
同
右
)
　
「
変
体
漢
文
訓
読
に
於
け
る
字
音
語
の
性
格
」
　
(
「
信
州
大
学
人
文

科
学
論
集
」
第
七
号
'
一
九
七
三
年
三
月
。
後
'
沼
本
克
明
　
r
平
安
鎌
倉
時
代
に

於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
　
(
一
九
八
二
年
'
武
蔵
野
書
院
)
　
に
収
載
。
)

右
の
先
行
研
究
で
は
'
漢
字
音
日
本
語
化
の
程
度
に
つ
い
て
へ
呉
音
は
漢
音

よ
り
H
本
語
化
の
程
度
が
大
き
く
'
漢
音
の
中
で
も
へ
　
字
音
直
読
資
料
・
漢
籍

訓
点
資
料
<
和
化
漢
文
<
日
常
口
頭
語
の
順
に
'
日
本
語
化
の
程
度
が
大
き
-

な
っ
て
い
-
t
　
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
'
常
識
的
に
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
し
て
'
同
じ
-
和
化
漢
文
で
あ
る
『
和
泉
往
来
』
と
高
山
寺
本
『
古
往
来
』

と
で
は
'
『
和
泉
往
来
』
　
の
方
が
漢
字
昔
日
本
語
化
の
程
度
が
大
き
い
こ
と
が
'

(
-
)

論
文
2
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

な
お
'
東
寺
観
智
院
本
お
よ
び
金
剛
寺
蔵
本
『
注
好
選
』
　
に
関
す
る
漢
字
音

研
究
は
'
管
見
に
入
ら
な
い
。

2
t
　
本
稿
の
研
究
方
法

右
の
先
行
研
究
に
導
か
れ
'
別
稿
で
は
'
声
調
の
分
析
か
ら
'
漢
籍
訓
点
L
t

料
・
字
音
直
読
資
料
<
仏
書
訓
読
資
料
<
和
化
漢
文
<
日
常
口
頭
語
の
順
に
t

H
本
譜
化
の
程
度
が
大
き
-
な
っ
て
い
-
こ
と
を
述
べ
た
.

そ
し
て
へ
本
稿
の
対
象
と
し
た
上
記
四
文
献
は
'
東
寺
観
智
院
本
『
注
好
運
』

<
金
剛
寺
蔵
本
『
注
好
選
』
　
<
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
　
<
高
野
山
西
南
院
蔵

『
和
泉
往
来
』
　
の
順
に
へ
漢
音
声
調
の
日
本
語
化
の
程
度
が
大
き
い
t
と
考
え

ら
れ
<
'
"

本
稿
で
は
'
仮
名
音
注
の
面
か
ら
'
右
四
文
献
の
漢
音
に
つ
い
て
検
討
を
加

(
2
)

え
る
。

そ
の
た
め
へ
ま
ず
へ
各
資
料
の
分
量
お
よ
び
字
音
点
加
点
数
を
確
認
す
る
。

次
に
'
仮
名
音
注
か
ら
判
断
さ
れ
る
各
文
献
の
浜
音
読
・
呉
音
読
の
割
合
を

調
査
す
る
。

そ
し
て
へ
最
後
に
'
字
音
注
の
表
記
法
・
推
定
さ
れ
る
昔
価
を
比
較
す
る
t

と
い
う
方
法
を
採
る
。

三
へ
　
対
象
資
料
の
分
量
と
字
音
点
加
点
数

十
　
資
料
の
分
量

そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
分
量
は
'
次
の
通
り
で
あ
る
。
(
全
体
の
分
量
が
少
な

い
文
献
か
ら
多
い
文
献
の
順
に
並
べ
る
。
)

高
野
山
西
南
院
蔵
『
和
泉
往
来
』

高
山
寺
本
『
古
往
来
』

金
剛
寺
蔵
本
　
「
注
好
運
』

†
J
J
S
-
1
1
'
十
'
-
n
け
坪
3
3
」

-
一
行
一
七
～
二
〇
字
程
度
'

本
文
　
二
五
一
行
。

I
I
行
l
四
～
l
八
字
程
度
へ

本
文
　
四
三
九
行
。

-
1
行
l
八
～
二
〇
字
程
度
'

本
文
　
七
四
九
行
。

-
一
行
二
〇
～
二
二
字
程
度
'
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本
文
二
二
二
七
行
。

右
の
如
-
で
あ
っ
て
'
「
和
泉
往
来
」
　
が
も
っ
と
も
全
体
量
が
少
な
-
'
東

寺
観
智
院
本
『
注
好
選
』
　
が
も
っ
と
も
多
い
。

2
'
字
書
点
加
点
数

別
稿
で
は
'
右
四
文
献
に
お
け
る
字
音
点
加
点
数
を
調
べ
た
。



そ
の
結
果
の
み
へ
表
I
と
し
て
'
左
に
掲
げ
る
。

表
-

観 金 古 和
v; 剛 荏 '・'I
院 寺 栄 荏
杏

./I
秤
逮

本
荏
鷲

フ悲

栄

五 ○
仮

名
七 九 土日
注

○ 九

四 垂 五
七

士戸

ノ、 点

-

計五
六
六
/-I
○

四 八

輿 六
七
九 九
九

仮
名

-.蝣蝣蝣.
lllllllllll- ○ L」

○ 九 九 七
ー上
加

% % % % 古

蝣t"

仮
名
昔
注
の
数
は
'
右
の
と
お
り
へ
全
体
の
分
a
と
は
逆
の
順
に
多
い
。
字

音
任
の
全
体
数
(
仮
名
昔
注
と
声
点
と
の
総
計
)
に
お
け
る
仮
名
昔
注
加
点
数

の
割
合
を
'
「
仮
名
昔
注
加
点
宰
」
と
仮
に
呼
び
'
そ
れ
を
算
出
す
る
と
へ
右
表

の
左
か
ら
右
の
順
に
高
率
と
な
っ
て
お
り
へ
仮
名
昔
注
の
密
度
の
差
が
明
確
で

・&るrJ

d

す
な
わ
ち
へ
観
智
院
本
『
注
好
選
」
　
に
お
け
る
仮
名
昔
注
の
密
度
は
低
く
・

こ
れ
と
対
照
的
に
'
丁
寧
な
仮
名
音
注
加
点
を
し
て
い
る
の
が
『
和
泉
往
来
』

で
あ
る
。
金
剛
寺
本
『
注
好
選
』
お
よ
び
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
は
両
者
の
中

間
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
相
違
を
見
せ
る
も
の
の
へ
右
四
文
献
は
'
仏
書
訓
読
資
料
に
お

け
る
仮
名
昔
注
加
点
率
よ
り
も
'
総
じ
て
高
い
。

峰
岸
明
は
'
高
山
寺
蔵
『
史
記
』
　
の
訓
点
加
点
態
度
に
つ
い
て
分
析
・
考
察

し
た
上
で
'
「
一
般
的
に
'
訓
点
記
入
の
行
な
わ
れ
る
状
況
に
つ
い
て
」
'
次
の

E
X

四
段
階
が
設
定
で
き
る
t
　
と
し
た
。

(
-
)
　
非
常
用
の
漢
字
に
非
定
訓
を
加
点
す
る
'
次
に

(
2
)
非
常
用
の
漢
字
に
定
訓
を
加
点
す
る
へ

(
3
)
　
常
用
の
漢
字
に
非
定
訓
を
加
点
す
る
へ
更
に
へ

(
4
)
　
常
用
の
漢
字
に
定
訓
を
加
点
す
る

そ
し
て
'
「
現
存
詣
点
本
に
奴
察
さ
れ
る
訓
点
の
粗
密
に
は
'
そ
れ
ら
の
ど
の

段
階
ま
で
訓
点
を
加
え
よ
う
と
し
た
か
と
い
う
加
点
者
の
加
点
態
度
が
反
映
さ

れ
て
い
る
」
と
い
う
校
定
を
示
し
た
。

こ
れ
は
へ
主
に
和
訓
の
調
査
に
基
づ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
'
「
音

読
の
場
合
に
つ
い
て
も
こ
れ
と
同
様
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
O
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

言
わ
れ
る
通
り
'
字
音
の
場
合
も
'
密
な
加
点
本
は
'
常
用
の
漢
字
に
つ
い

て
の
昔
を
も
加
占
ず
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
加
点
は
'
当
該
漠
字
音
に

対
す
る
知
誌
が
乏
し
い
者
に
よ
る
た
め
へ
あ
る
い
は
へ
そ
の
よ
う
な
層
の
人
々

を
読
者
と
し
て
相
心
左
し
て
い
た
た
め
に
な
さ
れ
た
'
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
が
当
た
っ
て
い
る
な
ら
ば
'
和
化
漢
文
訓
読
資
料
の
漠
字
音
は
'
仏
書

訓
読
資
料
よ
り
も
さ
ら
に
非
規
範
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
ま
た
へ

本
稿
対
象
資
料
間
で
は
三
和
泉
往
来
』
に
記
さ
れ
た
浜
字
音
は
非
規
範
的
な
も

の
で
あ
り
'
紋
智
院
本
『
注
好
運
』
　
の
そ
れ
は
'
四
資
料
の
中
で
も
つ
と
も
規

範
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

四
へ
対
象
資
料
に
お
け
る
漢
書
・
呉
書
の
割
合

こ
の
四
資
料
の
漢
音
読
・
呉
音
読
の
割
合
は
'
別
稿
に
お
い
て
調
査
し
'
そ

の
結
果
を
示
し
た
。

結
果
は
'
い
ず
れ
の
文
献
も
'
漠
音
読
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
呉
音
読
を
混
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じ
へ
そ
の
呉
音
読
例
の
割
合
は
'
観
智
院
本
『
注
好
選
』
<
金
剛
寺
本
『
注
好

選
』
<
『
古
往
来
』
<
『
和
泉
往
来
』
の
順
に
多
-
な
る
。

先
に
指
摘
し
た
如
く
へ
先
学
に
よ
っ
て
へ
呉
昔
は
漢
音
よ
り
も
日
本
語
化
の

程
度
が
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
'
呉
音
読
を
多
-
交

え
る
資
料
の
漢
音
は
、
呉
音
を
混
じ
え
る
こ
と
の
少
な
い
資
料
の
漢
音
よ
り
も
'

日
本
語
化
の
程
度
が
大
き
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

た
だ
し
'
別
稿
で
は
'
声
点
が
示
す
声
調
を
も
判
断
材
料
と
し
た
O

そ
こ
で
、
こ
こ
(
j
は
'
^
i
'
Z
^
Z
に
お
け
る
≠
聖
.
H
u
i
.
-
-
J
:
i
-
^
r
m
㌧
日
を
、
化

名
書
注
の
み
で
判
断
し
て
み
る
。

ー
t
高
野
山
西
南
院
蔵
r
和
泉
往
来
」
文
治
二
年
(
二
八
六
)
点

ト
'
・
資
H
r
J
≠
吉
古
C
割
㌧
=
は
'
蝣
'
T
^
l
-
r
¥
'
j
t
声
里
に
r
j
-
r
l
Z
H
が
出
さ

れ
て
い
る
。

漠
音
読
-
8
例
,
呉
音
読
-
7
4
例
,
混
読
-
6
刑
,
莞
ハ
不
明
-
i
n

c
o
例

こ
こ
で
は
'
単
字
に
つ
き
へ
仮
名
音
注
に
よ
っ
て
'
芯
砦
-j
読
例
へ
呉
音
読
例
へ

漠
呉
同
音
読
例
'
判
定
不
能
例
t
に
分
け
て
談
一
γ
薮
え
て
み
る
O

各
漢
字
の
漠
音
形
・
呉
音
形
は
t
n
l
一
省
生
五
十
千
引
き
漢
和
辞
典
』
(
二

〇
〇
四
年
'
三
省
堂
)
に
示
し
た
も
の
に
依
っ
た
t

な
お
へ
「
判
定
不
能
例
」
に
は
'
略
記
例
'
出
揃
に
よ
る
判
読
不
能
例
へ
誤

写
・
誤
認
か
と
思
わ
れ
る
例
へ
お
よ
び
呉
音
の
托
間
が
軍
り
れ
な
い
例
を
含
む
O

こ
の
方
法
に
よ
っ
て
認
定
し
た
各
漢
字
の
漢
音
読
刑
音
読
例
・
浸
呉
同

音
例
・
判
定
不
能
例
を
数
え
る
と
'
左
の
数
と
な
る
O

漢
音
読
例
二
八
七
例
(
二
六
i
p
-
)

呉
音
読
例
一
五
一
例
(
二
二
'
八
%
)

漠
呉
同
音
例

判
定
不
能
例

計

五
〇
八
例
　
(
　
四
六
'
二
%
)

l
五
三
例
(
　
1
三
.
九
%
)

一
〇
九
九
例
　
(
一
〇
〇
.
〇
%
)

2
`
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
　
院
政
末
期
～
鋪
倉
初
期
点

本
資
料
に
つ
い
て
も
'
右
と
同
様
な
方
法
で
'
漢
音
読
例
・
呉
音
読
例
・
漢

呉
同
音
例
・
判
定
不
能
例
に
字
音
点
加
点
例
の
全
例
を
分
け
て
み
た
。

漠
音
読
例
　
　
一
四
三
例
　
(

呉
音
読
例

漢
呉
同
音
例

判
定
不
能
例

計

九
四
例
　
(

二
八
四
例
　
(

六
五
例
　
(

二
四
'
〓('
四
八
'

蝣

　

-

・

五
八
六
例
　
(
一
〇
〇
'

3
.
金
剛
寺
本
『
注
好
選
』
仁
平
二
年
　
(
I

同
様
に
数
え
る
と
'

漠
音
読
例

呉
音
読
例

漢
呉
同
音
例

判
定
不
能
例

計

左
の
如
-
に
な
る
。

四
五
例
　
(
　
四
〇
'

二
〇
例
　
(
一
八
.

二
九
例
　
(
　
二
六
8

1
七
例
(
　
1
五
.

一
一
一
例
　
(
一
〇
〇
t

間-_-)

〇
%
)

~
.
-
'
)

c
"
'
)

〇
%
)

l
五
一
二
　
点

叩

B

^

〇
%
)

z
-
)

三
%
)
〇
%
)
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4
`
東
寺
観
智
院
本
『
注
好
選
』
仁
平
二
年
二
一
五
二
)
　
点

本
資
料
の
仮
名
昔
注
加
点
例
を
同
様
に
分
類
す
る
と
'
次
の
数
と
な
る
。

漠
音
読
例

四
四
例
　
(
　
四
〇
'
〇
%
)



呉
音
読
例

漢
呉
同
音
例

判
定
不
能
例

計

1
　
1
例
　
(
　
1
〇
.
〇
%
)

三
三
例
　
(
　
三
〇
も
　
〇
%
)

二
二
例
　
(
　
二
〇
'
〇
%
)

1
　
1
0
例
　
(
l
〇
〇
'
〇
%
)

5
.
四
資
料
の
比
較

右
の
と
お
り
'
四
資
料
の
仮
名
音
注
加
点
数
が
大
き
-
異
な
る
た
め
'
比
較

は
難
し
い
。
ま
た
'
仮
名
昔
注
の
み
を
判
断
材
料
と
し
て
漢
音
・
呉
音
の
判
定

を
行
な
っ
た
た
め
'
い
ず
れ
の
資
料
に
お
い
て
も
漢
呉
同
音
例
が
多
く
な
り
'

各
資
料
の
差
が
不
明
確
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
'
『
和
泉
往
来
』
　
の
呉
音
読
例
が
仮
名
昔
注
全
体
の
一
三
'
八
%
'

高
山
寺
本
「
古
往
来
』
　
の
そ
れ
は
一
六
`
〇
%
へ
金
剛
寺
本
『
注
好
運
』
は
一

八
'
〇
%
で
あ
る
の
と
比
べ
て
'
観
智
院
本
『
注
好
選
』
　
の
呉
音
読
例
の
割
合

は
一
〇
'
〇
%
と
低
い
。

た
だ
し
'
こ
れ
は
へ
偶
然
の
結
果
か
も
知
れ
な
い
。

そ
こ
で
'
観
智
院
本
『
注
好
選
』
と
『
和
泉
往
来
』
・
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
・

金
剛
寺
本
『
注
好
達
し
と
で
'
同
一
字
に
音
注
が
存
す
る
例
を
比
較
し
て
み
る
。

す
る
と
'
観
智
院
本
『
注
好
運
』
　
で
漢
音
注
が
加
点
さ
れ
て
い
る
漢
字
に
'

『
和
泉
往
来
』
・
『
古
往
来
』
　
で
呉
音
注
が
付
さ
れ
て
い
る
例
が
'
次
の
表
2
の

よ
う
に
存
す
る
　
(
金
剛
寺
本
「
注
好
選
」
　
で
は
、
左
の
諸
字
の
加
点
例
に
は
'

観
智
院
本
と
同
じ
-
漢
音
が
加
点
さ
れ
て
い
た
。
/
は
へ
そ
の
資
料
に
当
該
漢

字
へ
の
仮
名
音
注
加
点
例
が
無
い
こ
と
を
示
す
。
(
　
)
内
は
'
用
例
の
所
在
で

あ
る
)
0

悼王; 孝三 方 許芸 邦-,1 孝三 望/; .!,蝣
ご 堰 1 ご :毒 せ 孟 雲1H ィ 、}そ .束、i 守

観
矢口fj _h 昌 益 ㌫ ご .t E3
院

で本
7王

豆 ( さ さ 宗 P O

蝣>>J N ' 宝
c: to
c rJ 好

逮⊂⊃
Ill

/ 宣王l気ケl牧言 F巨コ分 7 本 ン 高
児 二 鮎 酎 Jll* 匪 一望; 野

山

137 3 1 23 8 225 品 30 西

露歪
悌ケ
-望;

莱
19 1 -lー

圃 / 127 拍

重

高
山
十

72 103 且

整
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逆
に
'
観
智
院
本
「
注
好
選
』
で
呉
音
で
あ
り
な
が
ら
'
『
和
泉
往
来
』
ま

た
は
r
古
往
来
」
で
漢
音
が
付
さ
れ
る
漢
字
は
'
『
和
泉
往
来
』
に
は
存
在
せ
ず
ち

高
山
寺
本
「
古
往
来
』
に
'
次
の
二
例
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

東
寺
組
智
院
本
『
注
好
選
』
高
山
寺
本
『
古
往
来
』

賢
m
(
l
。
.
。
i
)

(
7
1
.
1
0
)
批
ン
<
ォ
y
(
S
3
)

よ
っ
て
t
や
は
-
'
『
和
泉
往
来
』
お
よ
び
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
に
比
し
て
'

観
智
院
本
『
注
好
選
』
の
方
が
呉
音
読
例
が
少
な
い
と
言
え
よ
う
。

論
文
4
(
沼
本
論
文
)
で
は
'
楊
守
敬
旧
蔵
本
『
将
門
記
』
一
〇
五
〇
年
～

一
〇
八
〇
年
頃
点
へ
真
福
寺
本
『
将
門
記
』
承
徳
三
年
(
l
〇
九
九
)
点
へ
『
和

泉
往
来
』
'
お
よ
び
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
を
比
較
し
た
結
果
へ
「
総
じ
て
へ
時



代
が
下
が
る
に
つ
れ
て
呉
音
1
漢
音
の
交
替
が
多
-
な
り
へ
漢
音
の
勢
力
が
増

加
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
　
(
二
二
六
頁
)
　
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
'
東
寺
観
智
院
本
『
注
好
選
』
　
は
、
『
和
泉
往
来
』
お
よ
び
高
山
寺

本
『
古
往
来
』
　
よ
り
も
加
点
時
が
早
い
。

ま
た
'
一
二
〇
五
年
点
の
金
剛
寺
本
『
注
好
運
』
　
に
お
け
る
漢
音
読
の
比
率

も
'
観
智
院
本
『
注
好
選
』
一
一
五
二
年
点
と
同
程
度
で
あ
る
。

よ
っ
て
へ
右
四
資
料
に
お
け
る
呉
音
読
・
漠
音
読
の
比
率
は
'
時
代
の
組
点

で
は
説
明
で
き
な
い
。

右
の
結
果
は
'
『
注
好
運
』
　
二
本
が
'
漢
音
形
を
意
図
的
に
加
点
し
た
た
め

に
生
じ
た
t
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
o
 
L
か
も
'
呉
音
読
と
漢
音
読
と
が
異

な
る
漢
字
へ
の
漢
音
注
加
点
例
が
'
古
往
来
二
本
と
比
較
し
て
'
多
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

こ
の
類
例
は
'
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
表
白
文
へ
の
加
点
に
つ
い
て
'
指
摘
さ

(
5
)

れ
て
い
る
。
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
表
白
文
に
は
'
「
僧
侶
の
日
常
常
用
音
(
∬
呉

普
)
　
か
ら
外
れ
た
漢
音
読
語
」
　
へ
の
字
音
注
加
点
が
多
-
'
そ
れ
は
'
「
導
師

た
る
僧
侶
に
と
っ
て
'
朗
唱
上
特
に
留
意
す
べ
き
抗
所
に
'
誤
読
回
避
の
た
め

多
く
音
注
が
施
さ
れ
た
結
果
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
の
解
釈
が
示
さ
れ
て

い
る
。本
稿
で
採
り
上
げ
た
四
文
献
も
'
寺
院
に
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
'
書
写
・

加
点
者
は
僧
侶
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
僧
侶
が
'
多
く
用
い
て
い
た
呉
音
と
は
異
な
る
茨
音
読
例
に
'
特
に
意

を
は
ら
っ
て
加
点
す
る
こ
と
は
'
充
分
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
『
注
好
運
三
一

本
は
'
古
往
来
二
本
と
比
べ
て
'
そ
の
意
図
が
明
確
で
あ
り
'
徹
底
し
て
い
た
t

と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
だ
し
へ
呉
音
読
例
の
混
入
が
最
も
少
な
い
観
智
院
本
『
注
好
選
』
　
で
あ
っ

て
も
'
仮
名
音
注
か
ら
判
定
で
き
る
も
の
だ
け
で
も
'
呉
音
形
が
全
体
の
一
割

存
す
る
。
こ
の
呉
音
読
の
割
合
は
'
字
音
直
読
資
料
・
漢
籍
訓
読
資
料
に
比
し

て
呉
音
読
例
が
多
い
仏
書
訓
読
資
料
よ
り
も
'
さ
ら
に
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
範
囲
で
'
呉
音
読
の
多
い
古
往
来
の
字
音
は
日
本
語
化
の
程
度
が
大
き

く
'
漢
音
読
の
多
い
　
『
注
好
運
』
　
は
そ
の
逆
で
あ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

以
下
へ
音
形
の
分
析
か
ら
'
こ
の
点
を
調
査
す
る
。

五
、
対
象
資
料
に
お
け
る
音
形

『
和
泉
往
来
』
お
よ
び
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
　
の
音
形
に
つ
い
て
は
'
先
行

研
究
で
す
で
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
'
『
和
泉
往
来
』

と
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
と
で
は
'
『
和
泉
往
来
』
　
の
方
が
漠
字
音
の
日
本
語

化
の
程
度
が
大
き
い
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
筆
者
の
調
査
で
も
'
こ

の
点
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
た
め
'
こ
こ
で
は
先
行
研
究
と
の
重
複
を
避
け
'

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
に
つ
い
て
の
み
触
れ
る
。

ー
'
高
野
山
西
南
院
蔵
　
「
和
泉
往
来
』
文
治
二
年
　
(
二
八
六
)
　
点
の
吉
形

(
-
)
掬
音
の
表
記

論
文
4
で
は
'
扮
音
表
記
に
つ
い
て
へ
「
い
わ
ゆ
る
物
音
の
直
音
表
記
が
顕
著

で
あ
る
」
　
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。

指
摘
の
と
お
り
'
本
資
料
で
は
'
同
時
代
の
他
資
料
で
は
「
シ
ヨ
ク
」
「
シ

ョ
ウ
」
と
加
点
さ
れ
る
歯
音
・
半
歯
音
鍾
韻
字
も
'
次
の
よ
う
に
加
点
さ
れ
'

75



シ
ヨ
の
例
が
無
い
。

ソ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ソ

ク

　

　

　

　

ソ

ウ

　

　

　

　

　

　

ソ

ウ

潤
樟
(
E
O
　
先
禦
B
)
　
例
前
讐
4
)
　
縦
容
(
S
)
　
苦
従
(
S
)

-

蝣

-

-

)

}

.

'

.

i

1

-

:

.

-

'

:

-

蝣

蝣

　

:

　

>

蝣

　

n

ソ

ウ

　

　

　

　

　

ソ

h

ノ

こ
の
よ
う
に
'
シ
ヨ
を
ソ
と
す
る
の
は
'
仮
名
文
に
見
ら
れ
る
表
記
法
で
あ

る
。ま
た
,
「
葛
酎
」
(
5
)
の
例
は
,
右
と
同
l
の
表
記
法
が
,
鍾
韻
牙
音
字
に
及

ん
だ
例
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
'
劫
昔
表
記
に
漢
字
に
よ
る
類
音
字
表
記
が
多
い
こ
と
も
'
論
文
4

C
D

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

昔
注
に
見
ら
れ
る
類
音
字
は
'
左
の
も
の
が
全
例
で
あ
る
。

火
・
上
・
鬼
・
尺
・
生
・
元
・
源
・
久
・
出
・
小
・
品
・
丁
・
五
・
天
・

王
こ
の
う
ち
へ
　
「
火
・
上
・
鬼
」
は
'
院
政
期
に
お
け
る
他
の
訓
点
資
料
に
も

(
7
)

比
較
的
良
-
用
い
ら
れ
'
「
尺
・
生
」
も
他
資
料
に
使
用
例
が
存
す
る
。

し
か
し
'
掬
音
以
外
の
昔
表
記
例
を
含
め
へ
　
「
丁
・
五
・
天
・
王
」
は
'
院

政
期
訓
点
資
料
に
お
け
る
一
般
的
な
類
音
字
と
は
言
え
な
い
。
こ
れ
ら
は
'
和

文
あ
る
い
は
平
安
初
期
古
訓
点
資
料
・
『
倭
名
類
棄
抄
』
な
ど
の
中
に
見
ら
れ

o

る
類
音
字
と
l
致
す
る
。

そ
の
和
文
資
料
に
は
'
訓
点
資
料
に
も
見
ら
れ
た
「
火
・
上
」
　
の
類
音
字
も

存
す
る
。
よ
っ
て
へ
　
『
和
泉
往
来
』
　
の
類
音
字
表
記
は
'
全
体
と
し
て
和
文
の
そ
れ
に

(
9
)

近
い
t
　
と
言
え
る
。

(
2
)
　
重
箱
読
み
・
湯
桶
読
み
例

本
資
料
に
は
'
訓
点
か
ら
明
確
な
も
の
だ
け
で
も
'
次
の
'
重
箱
読
み
・
湯

栢
読
み
の
例
が
あ
る
。

雲
。
(
a
)
紫
紺
(
a
)

1

・

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ウ

ス

ヤ

ン

さ
ら
に
'
「
様
」
を
字
音
と
見
れ
ば
'
「
薄
様
」
　
(
8
)
も
湯
桶
読
み
の
例
と

な
る
。こ
れ
ら
は
'
漠
字
音
が
和
語
と
同
様
な
発
音
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
生
じ
た
も

の
で
あ
る
。

(
3
)
　
字
音
語
・
字
音
注
へ
の
踊
-
字
使
用
例

本
i
-
i
t
で
は
'
同
時
代
の
他
文
献
同
様
'
和
訓
の
訓
点
に
踊
り
字
を
用
い
る
。

例
の
&
*
>
左
に
指
げ
る
。

群
<
3
>
何
(
」
3
-
S
-
S
)
響
,
c
T
>
v
　
蝶
　
タ
町
丁
(
9
)

一

一

一

ハ

・

　

　

　

′

l

隅
　
(
ォ
2
)
　
-
(
9
)
　
壁
・
(
ァ
)
　
墾
粁
(
懸
批
/
、
(
c
o
・
8
)

梢
　
(
2
)
泊
三
6
)
退
　
(
3
-
2
)
鋸
/
、
(
9
)
聖
、

-

ヶ

　

　

　

　

　

　

t

-

:

蝣

　

　

　

　

　

　

サ

蝣

r

-

(
;
*
)
　
即
　
(
聖
i
S
)
。
封
ク
(
9
)
㌫
H
(
響
等
e

し
か
し
'
字
音
の
場
合
は
'
直
上
と
同
じ
仮
名
連
続
と
な
る
時
も
'
そ
れ
を

繰
-
返
し
表
記
す
る
。
左
に
'
本
資
料
の
例
を
挙
げ
る
.

フ

ン

7

ン

ト

シ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

モ

ウ

モ

ウ

ク

リ

　

　

　

　

　

　

　

へ

ン

ヘ

ン

ク

リ

串
*
(
3
)
　
芽
*
*
　
(
」
)
　
鰯
^
　
(
E
n
)
　
郡
"
(
K
)

i
J
,
ノ
t
J
ン
サ
リ
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン
マ
ン
二
ハ

緩
"
　
(
」
)
　
漫
"
　
(
」
)

こ
の
よ
う
に
丁
寧
な
表
記
例
は
'
他
の
院
政
期
訓
点
資
料
に
は
希
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
へ
　
本
資
料
に
注
目
さ
れ
る
例
と
し
て
'
字
音
を
踊
り
字
に
よ
っ
て
繰

り
返
し
た
'
次
の
例
が
あ
る
。

ヨ
ウ
・
、
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ツ
/
＼

㌍
　
璃
(
粘
蜂
^
(
畑
)
(
軸
蒜

右
の
よ
う
に
'
和
語
の
繰
り
返
し
に
用
い
る
踊
-
字
と
同
じ
符
号
を
字
音
に
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用
い
た
加
点
者
に
と
っ
て
へ
　
そ
の
字
音
語
の
発
音
は
和
語
の
発
音
と
大
き
-
変

(
2
)

わ
ら
な
か
っ
た
'
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

2
4
　
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
院
政
末
期
～
誹
倉
初
期
点
の
実
態

(
-
)
鋤
音
の
表
記

高
山
寺
本
古
往
来
で
は
'
糊
昔
の
シ
ヨ
・
シ
ョ
ウ
表
記
例
が
存
す
る
こ
と
が
'

先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

類
音
字
表
記
例
は
,
桃
朴
(
響
・
珂
酔
(
轡
の
二
例
に
す
ぎ
な
い
(
た

尺

だ
し
へ
　
「
噴
」
は
呉
音
)
。

本
資
料
に
類
音
字
表
記
例
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
へ
論
文
3
は
t
 
E
E
本
荘

字
音
史
に
お
け
る
掬
音
表
記
は
'
類
音
字
表
記
か
ら
仮
名
表
記
へ
と
い
う
流
れ

で
あ
り
'
「
本
資
料
は
そ
の
時
代
的
様
相
を
反
映
し
」
て
い
る
へ
と
記
す
。

し
か
し
'
『
和
泉
往
来
』
と
比
較
し
た
場
合
へ
単
に
時
代
差
の
み
で
は
説
明

で
き
な
い
開
き
が
あ
る
。

右
の
　
『
和
泉
往
来
』
　
に
お
け
る
考
察
と
合
わ
せ
る
と
t
 
r
和
泉
往
来
』
　
に
比

し
て
'
本
資
料
が
和
文
の
世
界
か
ら
遠
い
こ
と
も
t
 
L
=
i
音
字
表
記
例
が
少
な
い

こ
と
の
一
因
で
は
な
い
か
'
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
推
測
は
'
『
和
泉
往
来
』
　
よ
り
も
加
点
の
早
い
試
智
院
本
『
注
好
選
』

に
類
音
字
表
記
例
が
二
例
の
み
で
あ
る
こ
と
(
校
述
)
か
ら
'
補
強
さ
れ
る
。
こ

の
点
か
ら
も
'
比
較
四
資
料
問
に
は
、
時
代
差
以
外
の
原
E
E
に
よ
る
差
が
存
す

る
と
見
ら
れ
る
。

(
2
)
重
箱
読
み
・
湯
桶
読
み
例

本
資
料
に
も
'
当
時
の
訓
点
資
料
に
希
な
'
い
わ
ゆ
る
重
箱
読
み
・
湯
桶
読

:;I

み
が
存
す
る
こ
と
が
'
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

二

七

メ

レ

ウ

シ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

タ

リ

ト

ル

中
で
も
,
「
面
U
貢
陵
　
色
上
l
墾
恥
」
(
ァ
)
は
対
句
で
あ
っ
て
,
「
徴
取
」

七

メ

レ

ウ

シ

テ

　

　

　

レ

ウ

シ

テ

の
対
と
な
る
「
貢
陵
」
の
「
陵
」
が
'
字
音
語
と
意
識
さ
れ
て
い
た
も
の
か

ど
う
か
へ
　
疑
わ
し
い
。

(
3
)
字
音
語
・
字
音
注
へ
の
踊
り
字
使
用
例

カ
ム

本
資
料
本
文
で
は
,
「
感
悦
/
＼
」
(
塑
「
幸
甚
/
＼
」
　
　
響
「
喜
悦

/
＼
」
(
轡
の
よ
う
に
'
同
時
代
の
他
文
献
に
お
い
て
'
和
語
の
繰
り
返
し

に
用
い
ら
れ
る
踊
-
字
「
/
＼
」
に
よ
っ
て
へ
漢
語
を
繰
-
返
し
て
い
る
箇
所

が
あ
る
。
た
だ
し
へ
　
本
資
料
に
お
い
て
も
'
こ
れ
以
外
の
箇
所
で
は
'
漢
字
は
'
「
こ

に
よ
っ
て
繰
-
返
し
を
示
し
て
い
る
。

訓
点
で
は
'
同
一
字
音
を
繰
り
返
し
注
し
た
も
の
は
'
次
例
の
み
で
あ
る
。

射
-
(
3
)

『
和
泉
往
来
』
の
項
で
指
摘
し
た
と
お
り
'
院
政
末
期
～
鎌
倉
初
期
の
訓
点
本

に
は
'
字
音
を
踊
り
字
で
繰
り
返
す
こ
と
は
'
I
股
的
で
は
な
か
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
本
資
料
に
お
い
て
'
同
一
字
音
の
繰
り
返
し
を
注
し
た
例
は
'
右

一
例
の
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
'
明
言
は
で
き
な
い
も
の
の
へ
漢
籍
訓
読
資
料

に
比
す
れ
ば
'
本
資
料
が
和
語
の
世
界
に
近
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
4
)
　
濁
声
点
加
点
字

本
資
料
に
お
け
る
濁
声
占
迂
'
日
本
漢
音
の
頭
書
が
い
わ
ゆ
る
濁
音
で
あ
っ

た
漢
字
の
す
べ
て
に
加
点
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

今
へ
　
『
韻
鏡
』
次
濁
字
の
内
へ
頭
書
濁
音
と
考
え
ら
れ
る
漢
字
へ
の
声
点
加

点
例
を
抜
き
出
す
と
'
左
の
通
り
で
あ
る
。

濁
声
点
加
点
例

ク

ワ

ン

　

　

　

　

　

　

　

ナ

ン

　

　

　

　

　

　

ハ

ウ

　

　

　

　

　

　

ハ

ク

頑
(
毒
愚
(
軍
　
規
輿
葺
(
g
)
　
魚
網
(
平
濁
　
　
寂
実
〈
上
濁
)
(
m
)
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元
(
平
等
輿
2
)

c
o
'
生
涯
(
半
濁
(
ァ
>

単
声
点
加
点
例'
蝣
・
-
J
早

一
.

3
個
[

こ
れ
は
へ
当
時
と
し
て
は
'
比
較
的
高
率
な
濁
声
点
加
点
で
あ
る
。
し
か
し
'

金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
経
部
鎌
倉
中
期
点
等
の
濁
声
点
加
点
か
ら
見
る
と
'

徹
底
し
て
い
な
い
。

(
5
)
　
連
　
濁
　
例

(

1

3

一

本
資
料
に
は
'
論
文
I
に
指
摘
さ
れ
る
'
次
の
連
濁
例
が
存
す
る
。

ホ

ウ

・

ン

　

　

　

　

　

セ

イ

　

　

サ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

一

・

-

1

春
秋
(
入
濁
>
M
　
奉
士
〈
'
(
2
)
　
星
〈
平
軒
)
霜
(
半
濁
>
(
3
)
　
推
撃
上
P
!
)

(
3
7
9
)

漢
字
昔
の
日
本
語
化
事
象
で
あ
る
連
濁
は
'
漠
音
読
資
料
に
お
い
て
は
原
則

(‖)

と
し
て
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
'
『
和
泉
往
来
」
と
比
較
す
れ
ば
規
範
的
な
本
資
料
も
'
字
音
直
読

資
料
・
漢
籍
訓
読
資
料
に
比
す
れ
ば
'
日
常
口
頭
語
に
近
い
t
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
(
な
お
'
『
和
泉
往
来
』
　
に
は
声
点
加
点
が
希
で
あ
る
た
め
へ
連
濁
に

つ
い
て
は
考
察
で
き
な
か
っ
た
。
)

3
.
金
剛
寺
本
『
注
好
選
』
元
久
二
年
(
二
一
〇
五
)
点

右
二
往
来
の
先
行
研
究
に
な
ら
っ
て
'
金
剛
寺
本
『
注
好
選
』
　
に
つ
い
て
調

査
し
て
み
る
o

別
稿
で
見
た
本
資
料
の
声
点
は
、
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
　
よ
り
も
'
伝
統
的

な
漢
音
声
調
を
示
し
て
い
た
。

ま
た
'
漢
音
読
の
比
率
が
高
い
こ
と
か
ら
'
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
よ
り
も

さ
ら
に
規
範
的
な
仮
名
音
注
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

よ
っ
て
へ
　
以
下
へ
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
と
比
較
し
っ
つ
'
金
剛
寺
本
『
注

好
選
』
　
の
仮
名
昔
注
を
検
討
す
る
。

(
-
)
　
劫
昔
の
表
記

①
類
音
字
表
記

本
荘
料
中
に
'
類
音
字
表
記
は
存
し
な
い
.

・
-
j
1
7
^
*
.
 
'
-
表
7
7
1

シ
ユ

高
山
寺
本
『
古
往
来
』
　
に
は
'
「
衆
」
等
の
形
で
'
い
わ
ゆ
る
割
昔
に
し
な

い
末
記
例
が
存
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
　
(
論
文
3
)
。

リ
ヤ
ウ
シ
ユ
ウ

至
;
料
で
は
'
そ
れ
に
あ
た
る
例
は
'
呉
音
読
の
「
梁
鹿
_
(
平
濁
)
州
」
(
四
オ

3
)
　
の
み
で
'
他
は
す
べ
て
'
次
の
通
り
割
昔
表
記
さ
れ
て
お
-
'
伝
統
的
な

洋
'
-
-
C
人
r
j
-
;
;
に
1
&
す
る
。

撃
享
壬
(
≡
ウ
5
)
　
聖
】
(
上
〉
聖
】
(
平
〉
(
二
り
-
)
　
m
　
(
五
三
ウ

ー

一

一

)

　

　

　

　

　

イ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

イ

ウ

4
)
　
流
　
(
八
オ
5
)
　
幽
信
(
四
四
ウ
4
)
　
幽
(
辛
)
天
　
(
二
ウ
3
)

③
錘
甜
・
蒸
苗
の
仮
名
表
記

日
本
漢
音
で
は
'
こ
れ
ら
を
「
⑦
ヨ
ウ
」
で
表
記
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
し

か
し
'
和
泉
往
来
で
は
'
「
㊤
ウ
・
ヨ
ウ
」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
(
論
文
4
)
0

本
汗
料
で
は
'
加
点
例
が
少
な
-
へ
　
こ
の
項
目
に
該
当
す
る
漢
音
の
仮
名
音

注
は
'
次
の
例
の
み
で
あ
る
。

キ

ヨ

　

タ

ル

折
損
　
　
(
二
〇
オ
3
)

「
㊤
ウ
・
ヨ
ウ
」
　
の
表
記
例
は
'
存
し
な
い
。

(
2
)
　
重
箱
読
み
・
湯
桶
読
み
例

本
資
料
中
に
'
い
わ
ゆ
る
重
箱
読
み
・
湯
桶
読
み
と
判
断
で
き
る
加
点
例
は
'

存
し
な
い
。

(
3
)
字
音
語
・
字
音
注
へ
の
踊
り
字
使
用
例
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字
音
注
に
お
い
て
'
同
音
を
繰
-
返
す
例
は
'
右
に
も
掲
げ
た
'
次
の
一
例

の
み
で
あ
る
。

キ
ヨ
/
＼
タ
ル

祈
願
　
　
(
二
〇
オ
3
)

イ

ヨ

/

＼

　

　

　

　

　

　

　

　

7

/

＼

こ
れ
は
へ
和
語
「
弥
　
」
　
(
四
一
オ
3
)
　
「
適
　
」
　
(
七
オ
2
)
と
同
一
の
表

記
法
で
あ
る
。

(
4
)
　
濁
声
点
加
点
率

高
山
寺
本
r
古
往
来
」
　
と
同
様
に
t
 
r
捕
捉
』
次
濁
字
の
内
'
頭
昔
濁
音
と

考
え
ら
れ
る
漢
字
へ
の
声
点
加
点
例
を
抜
き
出
せ
ば
、
左
の
通
り
で
あ
る
　
(
当

該
字
の
訓
点
の
み
記
す
)
。

濁
声
点
加
点
例

語
(
去
濁
)
物
(
l
オ
2
)
　
二
手
f
-
1
位
(
l
オ
3
)
　
仲
尼
壬
、
'
(
1
1
ウ
6
)

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ユ

ウ

蛾
(
半
濁
)
形
(
四
八
ウ
-
)
　
梁
充
(
半
濁
)
州
(
四
オ
3
)

ク
ヲ
(
マ
マ
)

得
　
磐
　
(
平
濁
)
止
　
(
九
オ
7
)

単
声
点
加
点
例

(
無
し
)

右
の
通
り
へ
本
資
料
は
'
日
本
漠
字
音
で
い
わ
ゆ
る
濁
音
で
あ
っ
た
漢
字
に

は
す
べ
て
濁
声
点
を
加
点
し
て
い
る
。
濁
音
表
示
率
が
高
い
こ
と
は
'
日
本
語

音
と
し
て
取
り
込
ま
れ
た
漢
音
を
正
確
に
示
そ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
t
　
と
解

釈
で
き
る
。

(
5
)
連
濁
例

本
資
料
中
で
'
連
濁
例
か
と
思
わ
れ
る
も
の
は
'
次
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

カ
ウ
二

論
衡
(
平
濁
(
a
ウ
-
)

「
衡
」
は
'
『
蒙
求
』
第
九
句
で
'
「
匡
街
聖
蛭
」
と
し
て
見
ら
れ
、
長
承
点
・

東
洋
文
庫
蔵
本
鎌
倉
時
代
中
期
～
桧
期
点
・
天
理
国
許
結
成
康
永
四
年
詐
写
本
・

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
室
町
期
点
な
ど
の
古
訓
点
で
は
'
濁
声
点
が
加
点
さ
れ

て
い
る
。
当
時
へ
達
濁
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
が
1
股
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

(
1
5
)

3
S本
資
料
の
声
点
加
点
数
は
'
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
と
ほ
ほ
同
数
で
あ
っ
た
。

そ
の
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
　
に
は
'
四
例
の
連
濁
例
が
存
し
た
。
そ
れ
と
較
べ

て
'
連
濁
例
l
例
の
み
で
あ
る
本
資
料
は
連
濁
例
が
少
な
い
t
　
と
l
亭
え
よ
う
O

連
濁
は
漢
字
昔
の
日
本
語
化
現
象
で
あ
る
か
ら
へ
本
資
料
は
'
高
山
寺
本
『
古

往
来
』
　
に
比
し
て
'
日
本
語
化
の
程
度
が
低
い
。

(
<
o
)
　
g
・
　
a
韻
尾
の
表
記

三
内
摂
音
尾
の
仮
名
表
記
は
'
次
の
と
お
り
で
あ
る
　
(
虫
損
・
欠
損
・
誤
写

例
は
除
外
し
た
)
。

ム
表
記
　
　
　
ン
表
記
　
　
　
零
表
記

m
韻
尾
字

e
f
s
尾
字

四

　

　

　

　

　

一

〇
　
　
　
　
　
　
九
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こ
れ
も
'
例
数
が
少
な
く
'
傾
向
を
見
出
し
が
た
い
。

た
だ
し
'
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
　
で
は
t
 
m
韻
尾
を
ン
で
表
記
す
る
例
と
n

韻
尾
を
ム
で
茨
記
す
る
例
と
が
、
一
例
ず
つ
指
摘
さ
れ
て
い
る
　
(
論
文
3
。
筆

者
の
調
査
で
も
同
じ
)
。

ソ

ン

タ

ノ

ス

ま
た
'
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
　
に
は
t
 
n
韻
尾
を
ツ
で
表
記
し
た
「
寸
断
」

(
懸
の
例
が
あ
る
.
こ
れ
に
相
当
す
る
の
が
'
本
資
料
に
お
け
る
次
の
等
表

記
例
で
あ
ろ
う
。

エ

ニ

　

　

　

　

　

　

ヱ

ヱ

L

・

一

郵
(
辛
)
(
四
オ
7
)
　
　
怨
　
(
二
〇
オ
6
)

高
山
寺
本
『
古
往
来
』
　
の
例
も
へ
　
こ
の
二
例
も
t
 
n
が
後
続
昔
と
密
接
に
発

音
さ
れ
た
た
め
へ
弱
化
し
、
舌
内
入
声
昔
表
記
と
同
l
の
表
記
'
ま
た
は
省
記



さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
m
・
n
韻
尾
の
表
記
に
つ
い
て
は
'
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
と
の
間
に
'

明
確
な
差
を
認
め
が
た
い
。

(
7
)
　
三
内
入
声
音
尾
の
表
記

本
資
料
に
お
け
る
入
声
字
の
仮
名
表
記
例
は
、
喉
内
入
声
の
例
の
み
で
あ
る
。

.

.

ほ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

E

S

S

阿
国
(
真
南
_
(
1
オ
8
)
　
稲
穀
　
(
一
五
ウ
4
)

ス

ク

t

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七

イ

タ

ク

熟
　
(
入
)
(
五
オ
3
)
　
方
濁
(
三
ウ
-
)
　
活
偶
(
三
オ
8
)

:aal&

牧
　
童
　
(
三
〇
オ
2
)

全
例
ク
の
例
で
あ
る
の
は
'
全
体
数
が
少
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

(
8
)
　
開
合
の
混
同
例

中
国
中
古
音
に
お
け
る
合
口
字
の
う
ち
へ
日
本
漠
字
音
に
お
い
て
開
合
が
問

題
と
な
る
仮
名
音
珪
加
点
例
は
'
臆
母
・
影
母
の
次
例
の
み
で
あ
る
(
呉
音
読

例
も
掲
げ
る
)
0

>

-

-

.

I

i

　

,

,

　

　

　

　

　

　

*

r

[

怨
　
(
二
〇
オ
6
)
　
軒
(
去
廟
(
上
)
(
四
オ
4
)
　
営
(
上
)
川
(
四
オ
7
)

右
の
通
と
第
三
例
の
呉
音
読
例
を
含
め
'
古
用
の
通
り
り
行
の
仮
名
で
表

OS)

記
さ
れ
て
い
る
。

(
1
7
)

1
方
へ
開
口
喰
母
字
を
「
ヱ
-
」
と
加
点
し
た
次
の
例
が
有
る
。

'

蝣

　

I

.

-

-

.

美
艶
　
(
二
八
ウ
2
)

し
か
し
'
他
の
開
口
字
音
注
例
は
'
次
の
よ
う
に
'
「
エ
ー
」
と
な
っ
て
い

る
　
(
呉
音
読
例
を
含
む
)
。

エ

ィ

　

　

　

　

　

　

　

エ

ウ

　

　

　

　

　

エ

こ

英
満
(
二
〇
ウ
5
)
　
易
妖
(
辛
)
(
四
オ
7
)
　
郵
(
辛
)
(
四
オ
7
)

エ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

エ

ン

シ

幽
州
(
四
オ
7
)
　
宴
　
(
二
六
オ
4
)

こ
の
よ
う
に
'
「
エ
」
と
「
ヱ
」
と
は
基
本
的
に
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ

ー

ー

I

て
へ
右
の
「
艶
　
」
は
'
開
合
の
混
同
例
と
な
ろ
う
O

以
上
を
総
合
的
に
見
る
と
'
本
資
料
は
'
高
山
寺
本
『
古
往
来
」
よ
り
や
や

規
範
的
な
漢
音
を
反
映
し
て
い
る
へ
と
言
え
よ
う
。

4
'
東
寺
観
智
院
本
『
注
好
選
』
仁
平
二
年
(
二
五
二
)
点

末
寺
観
智
院
本
『
注
好
選
』
仁
平
二
年
点
の
声
点
は
'
高
山
寺
本
『
古
往

来
』
・
金
剛
寺
本
『
注
好
運
』
よ
-
も
'
伝
統
的
な
漢
音
声
調
を
よ
く
反
映
し

て
い
る
　
(
別
稿
'
参
照
)
0

ま
た
'
仮
名
音
注
の
加
点
密
度
お
よ
び
漢
音
読
の
比
率
か
ら
'
仮
名
昔
注
も
'

高
山
寺
本
「
古
往
来
」
お
よ
び
金
剛
寺
本
『
注
好
選
」
よ
-
も
'
さ
ら
に
規
範

的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
。

そ
の
紐
智
院
本
『
注
好
運
』
仁
平
二
年
点
の
仮
名
音
注
で
は
'
こ
れ
ま
で
の

検
討
項
目
は
'
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
-
)
　
劫
音
の
表
記

①
類
音
字
表
記

類
音
字
表
記
に
'
次
の
二
例
が
有
る
。
(
当
該
字
の
訓
点
以
外
は
省
略
す
る
。

な
お
へ
用
例
中
の
「
ン
-
」
は
一
画
の
ン
を
へ
「
ン
2
」
は
二
画
の
ン
を
示
す
。

以
下
同
じ
。
)
人

,

ノ

-

　

　

　

　

　

　

玉

蒙
惜
　
(
`
十
(
3
7
.
0
4
)
　
顕
項
(
入
'
(
5
.
l
l
)

「
火
」
は
'
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
も
用
い
ら
れ
る
が
'
「
玉
」
は
院
政
期
と
し

て
は
希
な
例
と
な
ろ
う
。

②
割
昔
表
記

本
資
料
で
は
'
日
本
語
昔
価
の
問
題
と
関
連
し
て
同
列
に
扱
え
な
い
サ
行
書

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

ウ

(
収
成
(
4
3
.
0
8
)
)
を
別
に
す
れ
ば
へ
そ
の
例
は
'
「
祝
融
(
辛
)
」
(
5
.
0
4
)
　
の
み

で
あ
る
。
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他
は
す
べ
て
'
次
の
通
-
'
い
わ
ゆ
る
割
音
形
で
表
記
さ
れ
て
お
-
'
伝
統

的
な
漢
音
の
表
記
法
に
一
致
す
る
。

シ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

ウ

祝
融
(
5
.
0
4
)
　
摘
牛
(
平
濁
)

-
'
.

劉
(
辛
)
股
　
(
1
7
.
0
7
)
　
劉
縞

③
鍾
韻
・
蒸
韻
の
仮
名
表
記

本
資
料
で
は
'
次
の
如
-
'

イ
エ
ワ

(
9
4
.
l
l
)
　
憂
軟
シ
テ
　
(
1
9
.
1
0
)

イ
ウ

(
3
9
.
1
0
)
　
酉
(
上
苗
ダ
(
3
3
.
1
0
)

加
点
例
が
少
な
い
も
の
の
へ
　
和
泉
往
来
に
見
ら

れ
る
「
㊤
ウ
・
ヨ
ウ
」
　
の
表
記
例
は
無
い
。

a

s

o

　

　

　

　

田

鍾
韻
　
朱
寵
　
(
l
l
.
0
2
)
静
頭
(
人
)
(
5
.
l
l
)

.
ン
T
T
l
一
ノ

蒸
韻
　
蒔
殖
　
(
1
0
7
.
0
3
)

(
2
)
重
箱
読
み
・
湯
桶
読
み
例

本
資
料
に
は
'
該
当
例
が
な
い
。

(
3
)
字
音
語
・
字
音
注
へ
の
踊
り
字
使
用
例

:
m

こ
れ
も
'
本
資
料
中
に
例
を
見
出
せ
な
い
。

(
4
)
　
濁
声
点
加
点
率

他
資
料
と
同
様
に
'
『
韻
鏡
』
次
濁
字
の
内
'

頭
昔
濁
音
と
考
え
ら
れ
る
漢

字
へ
の
声
点
加
点
例
を
抜
き
出
せ
ば
'
左
の
通
り
で
あ
る
(
当
該
字
の
訓
点
の

み
記
す
)
0

濁
声
点
加
点
例

元
(
去
濁
)
卿
(
1
0
.
0
1
)

S
3

許
牧
(
入
軽
濁
)
(
2
2
.
1
0
)

呉
(
半
濁
'
(
1
4
.
0
1
)

was

的
牛
(
半
濁
)
(
9
4
.
l
l
)

ク
ヱ
.
ノ
,
l

白
元
　
(
芸
'
(
1
2
.
0
8
)

ケ
f

帝
尭
　
1
(
G
.
0
-
)

張
儀
(
平
濁
'
(
l
l
.
l
l
)

単
声
点
加
点
例

ヒ

ン

l

蔽
&
(
入
>
(
5
.
l
l
)
　
閏
(
平
奉
平
(
1
4
.
1
2
)

単
点
加
点
例
の
第
一
例
は
'
「
玉
」
に
よ
っ
て
濁
音
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。よ
っ
て
へ
　
本
資
料
の
濁
音
表
示
率
は
'
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
　
よ
り
も
高
い
。

(
5
)
　
連
　
濁
　
例

本
資
料
中
で
'
連
濁
例
か
と
思
わ
れ
る
も
の
は
'
次
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

匡
(
午
)
(
平
軽
)
衝
幸
浦
-
(
7
.
l
l
)

こ
の
「
匡
衝
穿
壁
」
の
題
の
も
と
に
記
さ
れ
る
「
前
漠
東
海
人
」
は
'
「
匡

衡
」
で
あ
る
か
ら
へ
本
文
に
誤
写
が
存
す
る
。

本
資
料
の
声
点
加
点
数
は
'
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
　
の
二
'
五
六
倍
で
あ
っ

た
。
そ
の
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
　
に
は
'
四
例
の
連
濁
例
が
存
し
た
。
右
に
掲

げ
た
国
定
化
し
た
連
濁
例
(
金
剛
寺
本
の
項
へ
参
照
)
一
例
の
み
で
あ
る
本
資

料
は
'
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
と
較
べ
て
'
連
濁
例
が
少
な
い
。

(
<
o
)
　
a
・
　
c
韻
尾
の
表
記

三
内
挺
音
尾
の
仮
名
表
記
は
'

S5I[?::f

n
韻
尾
字

s
a
l

二
.

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ン
-
表
記
　
　
ン
2
表
記

:ii

こ
れ
も
'
例
数
が
少
な
く
傾
向
を
見
出
し
が
た
い
。
た
だ
し
へ
高
山
寺
本
『
古

往
来
』
よ
り
も
'
規
範
的
な
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
は

で
き
る
。
(
7
)
　
三
内
入
声
昔
尾
の
表
記

k
入
声
　
「
玉
」
の
類
音
字
表
記
以
外
へ
全
例
'
ク
ま
た
は
キ
で
表
記
さ

れ
て
い
る
。

カ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

レ

)

7

t
入
声
　
覧
恵
(
8
9
.
0
5
)
　
括
(
4
4
.
1
2
)
　
以
上
へ
ツ
表
記
例
の
み
で
あ
る
O



p
入
声
　
フ
表
記
　
二
例
へ
　
ウ
表
記
　
二
例
。

こ
れ
に
対
し
て
'
高
山
寺
本
『
古
往
来
」
　
に
は
'
入
声
昔
の
促
音
化
例
あ
る

い
は
招
音
と
同
じ
符
号
に
よ
る
表
記
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
'
本
資
料
に
は
'
そ
の
よ
う
な
例
は
見
ら
れ
な
い
。

(
8
)
　
開
合
の
混
同
例

中
国
中
古
音
の
合
口
字
の
う
ち
へ
　
日
本
流
字
音
で
合
口
表
示
す
る
こ
と
が
l

般
的
で
あ
っ
た
漢
字
は
'
本
資
料
で
は
い
ず
れ
も
合
口
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る

(
呉
音
読
例
も
掲
げ
る
)
0

ワ

ウ

　

　

　

　

　

　

ヱ

ィ

　

　

　

　

　

ケ

ワ

ン

ー

　

　

　

　

　

　

ク

ワ

ン

-

往
(
3
8
.
0
3
)
　
条
(
9
.
1
2
)
　
桓
　
至
(
9
.
1
2
)
　
完
　
至
(
1
1
0
.
0
4
)

ク

ワ

ク

　

　

　

　

　

ク

ヱ

イ

　

　

　

　

　

'

ヱ

ン

,

]

　

　

　

　

　

ク

ヱ

ン

-

郭

　

(

1

5

.

0

6

)

　

恵

　

(

3

4

.

0

1

)

　

元

　

(

1

2

.

0

8

)

　

玄

　

(

4

2

.

1

0

)

ケ

ワ

ン

ー

　

　

　

　

　

　

ク

ヱ

ム

元
　
(
去
-
(
1
0
.
0
1
)
　
幻
至
(
8
.
0
2
)

逆
に
'
開
口
字
を
合
口
表
記
し
た
例
も
'
皆
無
で
あ
る
。

こ
の
点
へ
開
合
の
混
同
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
　
『
和
泉
往
来
』
エ
ロ
同
山
寺
本

『
古
往
来
』
お
よ
び
金
剛
寺
本
『
注
好
選
』
よ
り
も
'
規
範
的
で
あ
る
。

以
上
'
右
の
諸
項
目
に
お
い
て
'
先
の
一
二
資
料
に
比
し
て
'
本
資
料
は
規
範

的
な
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(
c
*
)
(
c
o
)
の
項
目
に
'
該
当
例
が
存
し
な
い
の
は
'
本
資
料
の
訓
点
加
点
数

が
少
な
い
た
め
の
偶
然
の
結
果
か
と
も
思
わ
れ
る
。

し
か
し
'
以
上
の
検
討
結
果
か
ら
考
え
る
に
'
こ
れ
ら
へ
字
音
の
日
本
語
音

化
例
が
本
資
料
に
表
わ
れ
な
い
の
は
'
本
資
料
の
表
記
規
範
力
が
強
い
た
め
で

あ
る
t
　
と
考
え
ら
れ
る
。

5
'
四
資
料
の
比
較

右
の
と
お
り
へ
　
字
音
の
仮
名
表
記
お
よ
び
そ
れ
か
ら
う
か
が
え
る
音
形
の
面

か
ら
へ
東
寺
観
智
院
本
『
注
好
選
』
　
<
金
剛
寺
本
r
注
好
運
』
　
<
高
山
寺
本

『
古
往
来
』
　
<
高
野
山
西
南
院
蔵
『
和
泉
往
来
』
　
の
順
に
へ
　
日
本
語
音
化
の
程

(
1
9
)

度
が
大
き
-
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

六
、
む
　
　
す
　
　
び

本
稿
の
目
的
は
'
院
政
末
期
～
鎌
倉
初
期
に
お
け
る
和
化
漢
文
訓
読
資
料
の

漢
音
形
を
'
調
査
・
分
析
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

対
象
資
料
と
し
て
'
末
寺
観
智
院
本
『
注
好
運
』
仁
平
二
年
(
二
五
二
)

点
へ
高
野
山
西
南
院
蔵
『
和
泉
往
来
』
文
治
二
年
(
二
八
六
)
点
へ
高
山
寺

本
『
古
往
来
』
院
政
末
期
～
鎌
倉
初
期
点
お
よ
び
金
剛
寺
本
『
注
好
選
』
元
久

二
年
(
一
二
〇
五
)
　
点
を
選
ん
だ
。

本
稿
で
は
'
ま
ず
へ
右
四
資
料
の
字
音
点
加
点
密
度
を
見
た
。

そ
の
結
果
へ
観
智
院
本
『
注
好
選
』
<
金
剛
寺
本
『
注
好
選
』
<
『
古
往
来
』
<

『
和
泉
往
来
』
の
順
に
へ
密
な
加
点
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
最
も
詳
し
い
加
点

が
見
ら
れ
る
『
和
泉
往
来
』
　
に
口
頭
語
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
'
詳
し

い
加
点
は
'
比
較
的
容
易
な
漢
字
に
も
注
を
要
す
る
加
点
者
に
よ
っ
て
へ
あ
る

い
は
へ
　
そ
の
よ
う
な
読
者
を
想
定
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
t
　
と
推
測

さ
れ
蝣
>
'
.
'
"

次
に
へ
各
資
料
に
お
け
る
漢
音
読
注
・
呉
音
読
注
の
比
率
を
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
へ
観
智
院
本
『
注
好
選
』
　
の
字
音
点
に
は
'
他
の
三
資
料
に
比
し

て
'
呉
音
読
注
の
割
合
が
低
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

と
こ
ろ
で
へ
和
文
資
料
の
漢
語
は
'
呉
音
読
の
方
が
高
率
で
あ
る
こ
と
が
知

S
)

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
'
観
智
院
本
『
注
好
選
』
　
の
呉
音
読
率
が
『
和
泉
往
来
ら

82



『
古
往
来
』
お
よ
び
金
剛
寺
本
『
注
好
運
』
と
比
べ
て
低
い
こ
と
と
を
結
び
つ

け
る
と
'
観
智
院
本
『
注
好
選
』
　
の
音
注
は
和
文
か
ら
遠
く
他
一
二
資
料
の
そ

れ
は
和
文
に
近
い
'
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

最
後
に
'
四
資
料
の
仮
名
音
注
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
へ
東
寺
観
智
院
本
『
注

好
選
』
　
<
金
剛
寺
本
『
注
好
選
』
<
高
山
寺
本
『
古
往
来
』
　
<
高
野
山
西
南
院

蔵
.
『
和
泉
往
来
』
　
の
順
に
へ
日
本
語
音
化
の
程
度
が
大
き
-
な
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。
こ
れ
は
へ
　
別
稿
に
お
け
る
'
声
調
の
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
と
等
し
い
。

声
調
と
音
形
と
は
'
同
一
漢
字
の
昔
を
便
宜
上
分
け
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で

あ
る
か
ら
へ
両
者
の
分
析
結
果
が
一
致
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
本
稿
に
お

け
る
分
析
結
果
の
妥
当
性
は
'
こ
の
よ
う
な
常
識
的
判
断
に
よ
っ
て
も
支
持
さ

れ
る
。以
上
'
同
期
の
和
化
漢
文
訓
読
資
料
の
字
音
に
も
'
日
本
語
化
の
程
度
に
資

料
に
よ
る
差
が
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

た
だ
し
'
仮
名
昔
注
の
み
で
は
わ
か
-
に
-
い
が
'
本
稿
対
象
和
化
漢
文
資

料
中
も
っ
と
も
規
範
的
な
東
寺
観
智
院
本
『
注
好
選
』
院
政
期
点
も
'
『
蒙
求
』

あ
る
い
は
　
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
院
政
期
点
と
比
較
す
れ
ば
'
呉
昔
の
混

読
率
、
m
n
韻
尾
の
書
き
分
け
'
唇
内
入
声
の
仮
名
表
記
も
等
に
お
い
て
'
非

規
範
的
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

現
存
資
料
か
ら
知
ら
れ
る
日
本
漢
音
は
'
字
音
直
読
資
料
と
仏
書
訓
読
資
料
へ

そ
れ
ら
と
和
化
漢
文
訓
読
資
料
と
の
差
の
よ
う
に
t
 
i
は
料
群
に
よ
る
差
を
見
せ

る
。本
稿
で
は
'
そ
の
資
料
群
内
の
各
資
料
問
に
も
漢
字
昔
日
本
語
化
の
程
度
に

差
が
存
す
る
こ
と
を
'
院
政
末
期
～
鎌
倉
初
期
の
和
化
漢
文
訓
読
資
料
に
お
い

て
指
摘
し
た
。

荏(
-
)
　
「
高
野
山
西
南
院
蔵
和
泉
往
来
に
つ
い
て
」
(
「
語
文
研
究
」
第
十
号
へ

一
九
六
〇
年
五
月
)
を
始
め
と
す
る
遠
藤
嘉
基
氏
の
論
文
で
も
'
『
和
泉
往

来
』
は
'
「
当
時
の
俗
語
を
混
じ
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
が
有
る
。

(
2
)
　
各
文
献
の
調
査
は
'
次
の
も
の
に
依
る
。

高
野
山
西
南
院
蔵
『
和
泉
往
来
』
1
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
叢
書
複
製
本

お
よ
び
築
島
裕
福
『
高
野
山
西
南
院
蔵
本
和
泉
往
来
総
索
引
』
　
(
「
古
典
籍

索
引
叢
書
9
」
へ
二
〇
〇
四
年
へ
汲
古
書
院
)
　
の
写
真
版
に
依
る
。
な
お
'

明
ら
か
な
誤
字
お
よ
び
昔
注
が
ず
れ
て
加
点
さ
れ
て
い
る
も
の
は
'
訂
正

し
た
。
こ
の
訂
正
は
'
諸
論
を
広
-
見
た
上
で
校
訂
・
注
が
加
え
ら
れ
て

い
る
築
島
裕
福
冒
関
野
山
西
南
院
蔵
本
和
泉
往
来
総
索
引
』
　
に
主
と
し
て

依
拠
す
る
。

高
山
寺
本
『
古
往
来
』
-
『
高
山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
』
　
(
高
山
寺

資
料
叢
書
第
二
冊
へ
一
九
七
二
年
へ
東
京
大
学
出
版
会
)
所
収
写
真
版
お

よ
び
翻
刻
に
依
る
o

東
寺
観
智
院
本
r
注
好
選
』
I
『
古
代
説
話
集
　
注
好
運
』
　
(
l
九
八

三
年
へ
東
京
美
術
)
　
の
写
真
に
依
る
.

(
3
)
　
別
稿
で
は
'
報
知
=
院
本
『
注
好
選
』
に
お
け
る
字
音
声
調
を
示
す
声
点

は
'
各
説
話
の
題
目
に
偏
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
全
一
四
五
例
の
声
点
加

点
例
の
内
七
三
'
八
%
に
あ
た
る
I
〇
七
例
ま
で
が
'
題
巨
の
漢
字
に
加

点
さ
れ
て
い
た
O
　
こ
れ
は
'
各
説
話
の
題
目
に
'
人
名
を
は
じ
め
と
し
て
'

初
出
の
語
が
集
中
す
る
こ
と
が
主
要
E
E
I
で
あ
ろ
う
。
固
有
名
詞
お
よ
び
初
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兄
の
語
に
は
'
昔
を
示
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
加
点
者
の
意
識
の
反
映
で

あ
る
t
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
点
も
'
観
智
院
本
『
注
好
選
』
　
の
加
点
に

お
け
る
規
範
的
姿
勢
で
あ
る
t
　
と
見
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
'
観
智
院
本
『
注
好
選
』
に
お
け
る
仮
名
音
注
は
'
全

二
〇
例
中
五
七
例
が
題
目
の
漢
字
で
あ
る
O
声
点
ほ
ど
で
は
な
い
が
'

本
文
全
体
の
一
割
に
も
満
た
な
い
数
の
題
目
漢
字
に
'
全
体
の
過
半
数
の

仮
名
音
注
が
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
'
有
意
な
偏
り
で
あ
る
。

(
4
)
　
「
高
山
寺
蔵
史
記
点
本
の
加
点
態
度
に
つ
い
て
」
(
『
高
山
寺
古
訓
点
資

料
　
第
l
』
(
高
山
寺
資
料
叢
書
第
九
冊
'
1
九
八
〇
年
へ
東
京
大
学
出

版
会
)
所
収
。
)

(
5
)
　
山
本
真
吾
「
院
政
・
鎌
倉
時
代
加
点
の
表
白
文
に
お
け
る
施
注
漢
語
の

性
格
」
(
『
国
語
語
哀
史
の
研
究
〓
l
十
二
へ
二
〇
〇
二
年
三
月
.
後
へ
『
平

安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
表
白
・
願
文
の
文
体
の
研
究
』
(
二
〇
〇
六
年
へ

汲
古
書
院
)
に
収
載
o
引
用
は
'
後
者
に
よ
る
)
。

(
6
)
　
小
林
芳
規
「
訓
点
に
お
け
る
物
音
表
記
の
沿
革
」
(
「
王
朝
文
学
」
第
九

号
へ
一
九
六
三
年
十
月
)
　
に
も
指
摘
が
あ
る
。

(
7
)
　
注
(
6
)
小
林
論
文
へ
参
照
。

(
8
)
　
柏
谷
嘉
弘
『
日
本
漢
語
の
系
譜
』
　
(
一
九
八
七
年
'
東
宛
社
)
'
参
照
。

(
9
)
　
論
文
4
で
は
'
字
音
の
ア
行
り
行
が
ハ
行
表
記
さ
れ
た
例
が
本
資
料
に

存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
へ
「
こ
の
よ
う
な
資
料
で
の
字
音
語
の
発
音
が
も

は
や
原
音
の
姿
を
止
め
ず
'
和
語
と
区
別
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を

反
映
し
て
い
る
」
へ
と
述
べ
る
。

(
S
)
　
こ
の
点
を
'
同
期
の
他
資
料
と
比
較
す
る
こ
と
は
'
困
難
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
'
同
一
の
字
音
が
連
な
る
時
へ
　
そ
の
雨
音
を
注
し
た
例
が
院
政
末

期
～
錬
倉
初
期
の
訓
点
本
に
希
で
あ
る
た
め
'
同
期
に
お
け
る
表
記
の
傾

向
を
捉
え
が
た
い
。

た
だ
し
'
現
時
点
で
見
出
し
た
例
に
も
左
の
も
の
が
あ
る
。

畢
去
r
w
(
高
山
寺
本
『
論
語
』
中
原
本
接
合
初
期
点
巻
第
四
9
)

シ

　

シ

志
-
士
　
(
同
右
　
巻
第
八
2
5
)

シ

　

　

シ

志
(
喜
士
(
高
山
寺
本
『
論
語
』
活
原
本
鎌
倉
初
期
点
　
巻
第
八
E
S
)

コ

ウ

/

＼

怪
-
A
A
(
高
山
寺
本
『
論
語
』
中
原
本
鎌
倉
初
期
点
　
巻
第
四
9
)

鎌
倉
時
代
中
期
に
な
る
と
'
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
経
部
に
'

ケ

キ

/

＼

タ

リ

「
焦
(
入
)
ヱ
(
.
轡
簸
K
患
テ
1
r
v
t
'
の
例
が
有
る
o
し
か
し
,

七

イ

セ

イ

タ

ル

「
苧
U
」
(
二
E
e
)
「
遊
(
入
)
数
　
」
(
七
轡
の
例
も
存
す
る
の
で

あ
り
へ
　
和
語
と
の
区
別
は
完
全
に
は
失
わ
れ
て
い
な
い
。

(
:
=
:
)
　
小
林
芳
規
「
国
語
史
料
と
し
て
の
高
山
寺
本
古
往
来
」
(
論
文
-
)
0

(
ほ
)
　
佐
々
木
勇
「
鎌
倉
時
代
の
日
本
漢
音
資
料
に
お
け
る
濁
声
点
加
点
に
つ

い
て
」
(
『
小
林
芳
規
博
士
喜
寿
記
念
　
国
語
学
論
集
』
二
〇
〇
六
年
'
汲

古
書
院
)
へ
　
参
照
。

(
2
)
　
「
春
秋
」
の
例
は
'
吉
田
金
彦
「
高
山
寺
蔵
書
冊
礼
に
つ
い
て
」
(
「
愛

媛
大
学
紀
要
」
八
巻
1
号
へ
　
1
九
六
二
年
十
月
)
　
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)
　
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漠
字
音
に
就
て
の
研
究
』
(
一

九
八
二
年
'
武
蔵
野
書
院
)
0

(
2
)
　
た
だ
し
へ
「
衡
」
は
『
贋
韻
』
平
声
濁
音
字
で
あ
る
た
め
へ
呉
昔
の
濁

音
形
が
混
入
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
'
「
衡
」
字
に
は
'

呉
音
読
資
料
中
で
も
単
声
点
加
点
例
し
か
見
出
せ
な
い
(
『
貞
元
華
厳
経
音

義
』
)
。
よ
っ
て
へ
本
資
料
の
掲
載
例
が
呉
音
の
混
入
例
で
あ
る
と
し
て
も
ヘ

ヤ
は
-
連
濁
例
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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ヲ
ウ

(
S
)
　
他
に
「
薙
州
」
　
(
四
オ
2
)
　
が
有
る
。
し
か
し
へ
　
こ
の
時
代
'
オ
・
ヲ

が
音
形
の
差
を
表
わ
し
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
た
め
'
同
列
に
は
扱
わ

蝣
C
.
 
-
4
い
G

キ

ム

ヲ

(
」
)
　
他
に
「
金
烏
」
(
四
七
ウ
2
)
が
有
る
。
し
か
し
'
前
注
と
同
じ
理
由
で
'

論
文
本
文
に
は
挙
げ
な
い
。

(
2
)
　
た
だ
し
、
本
文
の
漢
字
連
続
を
「
/
＼
」
で
繰
り
返
し
た
「
努
力
/
＼
」

(
9
1
.
1
2
)
　
の
例
が
有
る
。
こ
こ
は
'
「
ゆ
め
ゆ
め
」
と
訓
じ
る
べ
き
箇
所

で
あ
り
へ
　
そ
の
和
語
の
繰
-
返
し
を
示
す
た
め
に
、
「
/
＼
」
が
用
い
ら

れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

(
2
)
　
な
お
へ
金
剛
寺
本
『
注
好
運
』
　
は
'
本
文
書
写
に
お
い
て
も
'
観
智
院

本
『
注
好
運
』
　
に
比
べ
て
'
整
っ
て
い
な
い
。
一
頁
七
行
を
基
本
と
し
つ

つ
も
'
六
行
・
八
行
の
頁
も
有
-
'
〓
疋
し
な
い
.
ま
た
'
題
E
B
に
続
け

て
'
改
行
す
る
こ
と
な
く
本
文
が
始
ま
っ
て
い
る
。
訓
点
に
も
'
誤
写
が

目
立
つ
。

(
g
)
　
注
(
8
)
柏
谷
著
書
へ
参
照
。

[
付
記
]
　
江
端
義
夫
先
生
は
'
拙
稿
を
御
覧
下
さ
る
た
び
に
'
ご
意
見
と
励
ま

し
の
お
言
葉
と
を
書
面
に
し
た
た
め
て
-
だ
さ
い
ま
し
た
。
広
島
大
学
の

職
を
碓
れ
て
も
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
へ
　
わ
れ
わ
れ
校
進
を
お
導
き
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(
広
出
大
学
)
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